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衣生活における着装の実態

　午前10 : 00～12 : 00

（第１報）　着用服種と重ね方

〔日本家政学会

　　　　愛知淑徳短大〇土田正子　安城学園女短大　倉橋久子　岐阜大　中野刀子

　　　　東海学園女短大　西條セッ　辻啓子　山田家政短大　襄美代子

　目的　最近の衣生活は経済環境の向上にともない生活様式か変化するとともに、新しい

繊維素材の開発や既製衣料のめざましい普及によって衣生活の多様化が進んでいる。そこ

で今回は若い女性を対象に着装の実態を把握することによって衣生活のあり方を分析し、

そのなかから大学の被服学の一端である被服構成学および構成実習の方向ずけをするとと

もに、内容の精選に対する資料を得たいと考えた。

　方法

　調査対象：愛知　三重　岐阜３県の女子短大生859名

　調査時期：昭和54年12月

　調査方法：集合調査法により、調査当日着用してきたものについて回答を求めた。

　調査内容：（D基礎調査（家庭の職業、家族構成、小遣い、休暇の利用方法、愛読してい

る雑誌、日常買物をする情報源）　②着用順位と服種　③最外層に着用している衣服のシ

ルエットとイメージ。

　結果　①重ね一枚数では３枚着用者が97％と大多数である。②上衣の重ね方は297通りと

多様であった。③下衣の重ね方は89通りで、スカート形式が8 1.1%、ズボン形式は1 8.6％

であった。④シルエットでは、ナチュラルラインが一番多く。ストレートラインこ　チュー

ブラインの順であった。⑤外衣のイメージでは、スカート形式、ズボン形式とも若々しく、

ラフな感じが多かった。

B－lOO　衣生活における着装の実態　（第２報）　着用基準と着心地

　　　　松阪女短大○上島雅子　　三重短大　伊藤五子　　岐阜大　中野刀子

　　　　東海学園女短大　西條セッ　　岐阜女短大　山田令子

　目的　衣生活は多様化、個性化が進んでいるとされながら、半面、服装の画一化の傾向

もあるといわれている。現在の若い人は真に自由な考えで衣服を選択し、更にその形態は

簡略化の傾向にあると考えてよいだろうか。

　第１報では、多様な着用方法がみられたか、本報では、現代の女子学生はどのような基

準で服装を整え、また着心地では何を求めているかについて調査した。

　方法　調査対象、時期、内容は第１報と同じ。着用基準、着用服種の着心地を加えて調

査した。

　結果　①服種別にみた着用基準　　　体型補正の目的に着用されるブラジャー、ガード

ル類は整容面、肌に触れるスリップ、スリーマ類は生理衛生面、上衣は心理面か重視され

ていた。②服種別にみた着心地　　　　ブラジャー、ガードル類は運動性、スリップ、スリ

ーマ類は材料物性、外衣は心理的着心地のよさか目立った。

　以上のように服種別では常識的な解答であったか、更に一人一人か着装されたものにつ

いて、被服の機能から検討した詳細について報告する。


